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マ
ル
ク
λ

0

「
程
涛
畢
抗
判
曲
目
系
」
と
レ
1
z

ン
の
「
帝
問
主
義
論
」

第
七
十
四
巻

四

第
五
鵠

ノ、。

てず

グ
ク
ス
の
「
経
済
亭
批
判
瞳
系
L
?
と

ン

の

「

一

官

園

主

義

論

」

V 

粛

t土

し

古t

き

ス
タ
1
リ

γ
論
文
の
接
表
以
来
、
「
現
代
費
木
主
義
の
器
本
的
経
済
法
則
」
に
つ
い
て
の
研
究
同
数
多
〈
呈
出
さ
れ
て
い
る
。
拡
が
今
こ
こ
に
試

み
よ
う
と
す
る
の
は
、
こ
の
法
則
の
開
接
的
在
、

L
か
も
方
法
論
的
な
把
握
の
仕
方
に
闘
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
の
「
資
末
論
」
あ
る
い

は
「
一
経
済
単
批
判
盟
系
」
と
レ
1
z
v
J
の
「
帝
国
主
義
論
L

と
の
関
係
を
問
い
た
だ
す
と
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
な
し
主
げ
よ
う
、
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
レ
1
-
-
Y
C
「
帝
国
主
義
論
l

干
は
資
本
主
義
に
闘
す
る
マ
ル
グ
ス
主
義
組
済
摩
の
一
般
理
論
の
直
接
的
機
践
で
あ
早
。
「
帝
国
主
義
論
」
を
こ

の
よ
ろ
に
位
置
つ
付
寸
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
資
木
主
義
の
基
木
的
経
祷
法
則
」

l
「
最
大
限
利
潤
の
法
則
」
白

E
し
い
方
世
論
的
把
撞
も
可

能
に
な
る
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
と
れ
も
私
の
一
試
論
に
止
士
る
の
で
あ
っ
て
、
論
者
の
叱
正
を
宜
ち
た
い
。
筒
、
木
稿
は
昨
年
十

二
月
白
本
誌
「
マ
ル
グ
ス
死
後
七
十
年
記
念
競
」
に
援
表
し
た
「
マ
ル
ク
ス
『
経
済
摩
批
判
世
宗
』
研
究
序
詩
」
に
緩
く
、
も
の
で
あ
る
。

周
知
白
ど
う
に
、
マ
ル
ク
ス
の
「
経
済
皐
批
判
」

(
一
八
五
九
年
)
序
言
白
冒
頭
に
次
り
よ
う
な
何
が
あ
る
。

「
私
は
ブ
ル

O
ョ
7



経
済
の
関
系
を
つ
ぎ
の
順
序
て
考
察
す
る
。
|
|
資
本
、
七
地
所
有
、
賃
勢
働
、
そ
れ
か
ら
園
家
、
外
図
貿
易
、
世
界
市
場
。
」

こ
の

マ
ル
ク
ス
に
よ
る
程
系
の
指
摘
は
、
一
八
四
=
一
年
頃
か
ら
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
経
済
事
の
系
統
的
研
究
心
成
果
と
見
な
す
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
己
白
「
経
済
皐
批
判
随
系
」
の
構
成
は
、
一
八
五
七
年
白
「
経
済
皐
批
判
序
説
」
に
始
め
て
マ
ル
ク
ス
に
よ

っ
て
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
モ
れ
か
ら
一
八
五
九
年
二
月
一
日
付
の
ワ
イ
デ
マ
イ
ヤ
l
宛
へ
の
手
紙
に
至
る
ま
で
、
マ
ル
ク
ス

は
、
手
紙
あ
る
い
は
草
稿
に
あ
い
て
、
度
々
己
の
編
別
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
マ
ル
F
ス
の
研
尻
、
も
細
部
の
手
入
は
別
と
し
て
、
己
の
敷
き
つ
め
ら
れ
た
軌
道
の
上
に
の
っ
て
い
た
と
考
え
て
誤
り
な
い

も
由
と
思
わ
れ
る
。
一
八
六
七
年
に
は
「
経
済
思
批
判
」
の
績
容
と
し
て
「
資
本
論
」
第
一
容
が
登
行
さ
れ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
第
一
服

へ
の
序
一
吉
を
衣
D
言
葉
を
以
っ
て
始
め
て
い
る
。
「
私
が
そ
臼
第
一
泊
唱
を
公
衆
の
手
に
委
ね
ん
と
す
る
己
の
著
作
は
、
一
八
五
九
年
に

会
け
に
さ
れ
た
私
の
著
述
『
経
済
事
批
判
』
の
讃
き
を
な
す
。
一
初
め
と
績
き
と
の
長
い
休
止
は
、
本
白
仕
事
を
度
重
ね
て
中
断
し
た
長

年
に
わ
た
る
病
気
の
せ
円
で
あ
る
o山

わ
れ
わ
れ
は
現
行
「
資
本
論
」
の
中
に
お
い
て
、
か
の
謄
系
と
の
蓮
闘
を
鹿
々
に
見
出
す
乙
と
が
出
来
る
。

「
資
本
論
」
は
、
か
の

雄
大
在
閥
系
が
常
に
マ
ル
ク
ス
の
胸
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
行
「
資
本
論
」
金
四
巻
(
第
四
容
は

「
剰
儀
債
催
事
誼
且
」
)
は
そ
白
核
心
的
部
分
と
見
た
す
己
と
が
出
来
よ
う
Q

「
安
本
論
」
の
序
女
に
は
「
近
代
的
世
舎
の
経
済
的
運
動
法
則
を
暴
露
す
る
こ
と
は
本
著
の
最
後
の
窮
極
目
的
て
あ
る
〕
と
述
ベ

b

れ

τ
い
る
が
、
己
れ
は
簡
単
な
る
範
時
か
ら
複
雑
な
る
範
鳴
へ
、
商
品
か
ら
世
界
市
場
そ
し
て
恐
慌
へ
と
上
向
す
る
己
と
に
よ
っ
て
、

あ
ま
す
と
己
ろ
な
〈
達
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
が
指
摘
し

τい
る
よ
う
に
、

「
世
界
市
場
を
つ
く
り
だ
す

傾
向
が
、
費
本
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
の
う
ち
に
直
接
あ
た
え

b
れ
て
い
る
。
ど
ん
な
限
界
も
征
服
さ
る
べ
き
制
限
と
し
て
あ

b
わ
れ

マ
ル
ク
ス
の
「
桓
梼
畢
批
判
償
系
」
と
レ
1
=
y
D

「
帝
闘
主
義
論
」

第
七
十
四
巷

三
三
五

揮
王
韓

ノ一、



マ
ル
ク
ス
の
「
経
済
畢
批
列
世
系
」

E
レ

l
=
ν
の
「
帝
国
主
義
論
」

第
ヒ
十
回
毎

大

第
五
雄

戸、

る
」
か
ら
て
あ
る
。
更
に
、
マ
ル
タ
ス
は
恐
慌
の
現
質
化
に
封
し
℃
次
心
よ
う
に
述
。
へ
た
の
で
あ
る
。

「
こ
白
(
恐
慌

D
l引
用
者
)

可
能
性
心
現
貫
性
へ
の
裂
展
は
、
単
純
友
商
品
流
通
の
立
場
か
ら
は
ま
だ
全
く
賢
存
し
な
い
と
こ
ろ
の
、
諸
閥
係
D

一
全
範
園
主
要
求

す
る
。
」

ク
ス
が

世
界
市
場
に
お
い
℃
は
、
あ

b
ゆ
る
モ
メ
ン
ト
が
措
定
さ
れ
、
同
時
に
あ
ら
ゆ
る
矛
盾
が
運
動
し
て
い
る
。
従
つ
℃
、

「
世
界
市
場
と
恐
愉
」
と
い
っ
て
H
る
り
も
ま
た
官
然
心
こ
と
と
思
わ
れ
る
山
て
あ
る
。

マ

凡ノ

わ
れ
わ
れ
は
、
マ
ル
グ
ス

U

「
経
済
事
批
判
贈
系
」
に
お
け
る
「
世
界
市
場
」
と
い
う
範
曙
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
マ
ル

グ
ス
の
著
作
を
遁
じ
て
伊
平
詳
細
に
さ
ぐ
っ

τ見
た
い
と
思
う
。
モ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
り
側
面
か

b
、

「
閥
系
」
白
意
義
が

明
b
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
て
あ
る
。

川
何
マ
ル
ク
ス
「
紹
調
革
抗
刊
」
宇
寓
欝
E
本
評
論
一
位
古
典
文
庫
版
一
九
頁

剛
山
マ
ル
ク
λ

「
資
本
論
」
弟
一
巻
長
各
部
課
青
木
書
底
版
六
九
頁

問
問
七
百
一
頁

ω
マ
ル
グ
ス
「
『
経
済
串
批
判
』
の
準
備
傍
作
か
ら
」
大
月
書
信
版
マ
ル
・
ヱ
ン
選
集
第
九
春
三
三
三
頁

切
マ
ル
ク
ス
「
変
革
論
L

第
一
巻
二
三
四
ニ
三
五
頁

同
何
マ
ル
ク
ス
「
艇
酔
皐
批
判
」
=
一
六
O
頁

マ
ル
ク
ス
は
「
剰
徐
債
値
皐
説
史
」
第
三
巻
に
お
い
て
衣
の
よ
う
は
述
4

て
い
る
。
「
外
岡
貿
易
剖
ち
市
場
の
世
界
市
場
へ
の
裂
展

の
み
、
よ
く
貨
幣
を
世
界
貨
幣
に
、
抽
象
的
弊
働
を
一
世
曾
的
弊
働
に
ま
て
護
展
せ
し
め
る
。
抽
象
的
宮
、
使
値
、
貨
幣
l
l
!
従
っ
て
抽

象
的
弊
働
は
、
具
般
的
勢
働
が
世
界
市
場
を
包
括
せ
る
種
々
た
る
弊
働
様
式
白
飽
和
に
ま
で
褒
展
し
来
る
程
度
に
際
じ
て
護
展
す
る
ロ



資
本
主
義
的
生
産
は
債
値
の
ょ
に
、
ま
た
は
生
産
に
含
ま
れ

τ
い
る
境
問
の
祉
曾
的
勢
働
と
し
て
の
護
展
の
上
に
根
一
冗
を
沿
い
て
い

る
。
し
か
し
こ
む
こ
と
は
外
閣
貿
易
、
な
ら
び
に
世
界
市
場
の
基
礎
の
上
に
沿
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
れ
は
資
本
主
義
的

生
産
の
結
果
て
あ
る
と
同
時
に
前
提
ゼ
も
あ
る
。
」

(
ゴ
チ
ッ
ク

l
引
用
者
)

己
心
マ
ル
ク
ス
の
命
題
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
歴
史
的
側
面
か
ら
観
察
す
る
己
と
が
出
来
る
。
欧
洲
経
済
史
の
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
十
五
世
紀
か

b
十
六
仕
組
に
か
け
て
劃
期
的
な
「
地
理
上
の
新
後
見
」
が
行
わ
れ
、
モ
れ
は
凶
際
貿
易
の
み
な

b
F欧
洲
諸
国
の

経
済
生
活
一
般
に
大
き
な
嬰
佑
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
、

7
グ
ム
・
ス
ミ
ス
の
言
葉
を
か
り
る
た

b
は
、
人
類
史
上
に
記
録
さ
れ
た

最
大
に
し
て
最
要
な
る
出
来
事
ぜ
あ
っ
た
。

「
ア
メ

p
カ
の
設
見
、
ア
フ
リ
カ
の
廻
航
は
、
勃
興
し
つ
つ
あ
る
フ
ル
♂
ョ

7
9
ー
の
た
め
に
あ
た

b
し
い
活
動
分
野
を
つ
く
り
だ

し
た
。
東
イ
ン
ド
と
中
園
と
の
市
場
、
ア
メ
リ
カ
の
楠
民
地
と
の
貿
易
、
交
換
手
段
と
商
品
一
般
と
の
増
加
は
、
商
業
を
、
航
海
士
、

工
業
を
未
曾
有
に
躍
進
さ
せ
、
崩
壊
し
つ
つ
あ
っ
た
封
建
位
曾
内
の
革
命
的
な
要
素
を
己
れ
に
よ
っ
て
念
蓮
に
登
展
さ
せ
た
。
」

「
工
場
制
手
工
業
、
そ
し
て
一
般
に
生
産
の
う
ご
さ
は
、

7
メ
リ
カ
と
東
イ
Y
ド
航
路
の
俊
見
か

b
も
た

b
さ
れ
た
交
通
の
仲
張
に

よ
っ
て
，
豆
大
た
飛
躍
を
と
げ
た
υ

そ
れ
ら
の
地
方
か

b
職
入
さ
れ
た
あ
た
ら
し
い
生
産
物
、
こ
と
に
大
量
の
金
と
銀
|
!
こ
れ
ら
は

流
通
苗
に
投
じ

b
れ
、
階
級
相
互
間
の
関
係
を
惜
抽
出
閥
的
に
礎
化
さ
せ
、
封
建
的
土
地
所
有
と
弊
働
と
に
ひ
ど
い
打
撃
を
あ
た
え
た

l
i

各
地
へ
の
探
除
隊
、
植
民
、
モ
し
て
と
り
わ
け
、
こ
の
己
ろ
か
ら
可
能
と
な
り
日
ま
し
に
い
ち
じ
る
し
く
達
成
さ
れ

τい
っ
た
市
場
の

世
界
市
場
へ
白
擦
大
、
と
れ
ら
の
己
と
が
、
歴
史
的
後
展
の
新
局
面
を
よ
び
お
こ
し
む
o
L

「
世
凶
作
貿
易
と
世
界
市
場
と
は
十
六
世
紀
に

b
w
て
資
本
の
近
代
的
生
活
史
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
u

」

以
上
の
マ
ル
グ
ス
の
言
葉
は
次
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

b
の
地
理
上
白
新
後
見
に
伴
い
商
業
上
に
起
っ
て
商

マ
ル
ク
ス
の
「
躍
静
串
批
剣
世
系
」
と
レ
I
=
ν
の
「
帝
問
主
義
論
」

第
七
十
四
巻

七

第
五
器

戸、



マ
ル
ク
ス
の
「
担
梼
畢
批
判
睡
系
L

とレ
I
=
ン
の
「
帝
国
主
義
論
」

第
七
十
四
巻

i¥. 

事
五
鷺

戸、

四

人
資
本
心
強
展
を
念
速
に
高
め
た
と
こ
ろ
の
大
革
命
が
、
封
建
的
生
産
様
式
白
資
本
制
生
産
様
式
へ
の
移
行
セ
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
お

い
て
一
つ
の
重
要
注
骨
メ

Y
ト
を
な
し
て

W
る
と
い
う
こ
と
、
生
産
D
封
建
的
諸
制
限
を
粉
砕
す
る
た
め
に
本
質
的
に
貢
献
し
た
と
い

う
己
と
、
世
界
市
場
が
資
本
制
生
産
様
式
の
基
礎
古
形
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
己
の
基
礎
あ
る
い
は
前
提
を
な
す
と

い
う
こ
と
は
そ
れ
以
上
白
意
味
に
と
ら
れ
で
は
な
ら
ぬ
。
資
本
制
的
生
産
様
式
は
、
世
界
市
場
白
盈
展
と
は
金
々
異
っ
た
諸
事
情
に

Z

っ
て
保
件
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
近
代
的
生
産
様
式
は
、
そ
の
第
一
期
す
た
わ
ち
マ
ニ
ュ

7

7
グ
チ
ュ

7
時
代
に
沿
い
て
は
、
た

た
だ
モ
の
め
白
保
件
が
中
世
の
内
部
ゼ
生
じ
て
い
た
と
こ
ろ
で
の
み
登
展
し
た
」
の
で
あ
っ
て
、
「
商
業
の
突
然
の
撰
張
お
よ
び
新
た

な
世
界
市
場
の
創
造
が
奮
生
産
様
式
の
衰
微
と
資
本
制
的
生
産
様
式
の
興
隆
と
に
墜
倒
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
し
て
も
、
こ
う
し
た

こ
と
は
逆
に
、
ち
ゃ
ん
と
出
来
上
っ
た
資
本
制
的
生
産
様
式
の
基
礎
上
て
生
じ
た
の
で
あ
る
。
」

歴
史
的
に
世
界
市
場
が
資
本
制
的
生
産
様
式
の
前
提
を
な
す
と
い
う
意
味
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
決
に
世
A
市
場
が
資
本
制
的

生
産
様
式
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
る
と
い
う
意
味
を
検
討
し
よ
う
。

十
八
世
紀
の
最
後
の
三
分
の
一
期
に
い
た
る
ま
で
は
、
資
本
制
的
生
産
様
式
を
も
っ
と
も
早
〈
強
達
せ
し
め
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て

も

マ
エ
ュ
フ

7
グ
チ
ュ

7
時
代
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
間
に
あ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
商
業
は
著
し
く
登
展
し
、

「
産
業
革
命
史
」
の

著
者
ト
イ
ン
ピ

l
の
指
摘
に
よ
る
と
職
出
額
は
十
八
世
紀
白
一
初
め
の
七

O
O官向。ホン
F
見
営
か
ら
一
七
六

O
年
の
一
四
五

O
官
四
ポ
ン
ド

ま
て
に
増
大
し
て
い
た
。
マ
エ
ュ
フ

7
ク
チ
ュ

7
の
手
勢
働
を
も
っ
て
し

τは
横
大
す
る
市
場
の
需
要
を
瀦
足
し
え
沿
い
よ
う
に
た
っ

た
。
需
要
の
生
産
に
封
す
る
念
テ
ム
ポ
の
増
大

1
1己
れ
が
産
業
革
命
の
一
機
縁
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

「
十
七
世
紀
に
、
商
業
と
工
場
制
手
工
業
と
の
イ
ギ
リ
ス
一
園
へ
の
集
中
が
制
上
し
が
た
い
い
き
お
い
で
す
す
ん
だ
結
果
、
イ
ギ
リ

ス
に
と
っ
て
し
だ
い
に
一
個
の
相
封
的
世
界
市
場
が
、
し
た
が
っ
て
同
園
の
工
場
制
手
工
業
生
産
物
に
た
い
す
る
需
要
が
っ
く
り
だ
さ



れ
、
こ
の
需
要
は
、
従
来
の
産
業
よ
白
生
産
諸
力
に
よ
っ
て
は
も
は
や
み
た
さ
れ
る
己
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
生
産
諸
カ
を
沿
い
ぬ
い

た
こ
の
需
要
が
、
大
産
業
|
|
稜
々
の
産
業
上
の
目
的
へ
の
自
然
力
の
除
用
、
機
械
お
よ
び
最
大
限
に
ま
で
搬
張
さ
れ
た
分
業

!
l
t

う
与
だ
す
己
と
に
よ
っ

τ、
中
世
以
来
の
私
的
所
有
の
第
コ
一
期
を
ま
ね
い
た
推
進
力
で
あ
っ
た
。

し
交
遁
手
段
と
近
代
的
世
界
市
場
と
を
つ
く
り
、
商
業
を
自
己
に
従
属
さ
せ
、
い
っ
さ
い
の
資
本
主
産
業
資
本
に
特
佑
し
、
そ
し
て
そ

れ
と
と
も
に
、
諸
資
本
の
迅
速
な
流
通
(
貨
幣
制
度
の
完
成
)
と
集
中
と
を
う
み
だ
し
か
o
」
(
傍
鮪

1
引
用
者
)

「
市
場
は
た
え
ず
ひ
ろ
が
り
、
需
要
は
た
え
ず
増
加
し
た
。
マ
=
ュ

7
7
グ
チ
ー

7
も
ま
た
ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
な
っ
た
c

モ
む
と
き

蒸
策
と
機
械
が
工
業
生
産
に
革
命
を
お
こ
し
た
。
近
代
的
大
工
業
が
守
一
一
品
フ
プ
グ
チ
ュ
ア
に
か
わ
り
、
工
業
的
中
間
暦
に
か
わ
っ
て

大
産
業
は

競
争
を
普
遍
化

産
業
的
百
寓
長
者
が
、
全
産
業
軍
の
指
揮
官
が
、
す
な
わ
ち
近
代
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
あ
ら
わ
れ
た
。

大
工
業
は
、

7
メ
リ
カ
の
護
見
に
よ
っ
て
す
で
区
準
備
さ
れ
て
い
た
#
界
市
場
を
つ
く
り
だ
し
た
。
」

近
代
的
大
工
業
が
、
す
た
わ
ち
産
業
革
命
が
近
代
的
性
井
市
場
を
つ
く
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
資
本
制
的
生
産
様
式
の
本
来

の
任
務
が
世
界
市
場
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
己
れ
は
同
時
に
世
界
市
場
の
大
暴
風
雨
を
も
意
味
し
て
い
た
の
て
あ

一
八
二
五
年
に
イ
ギ
ロ
ス
に

b
い
て
生
じ
た
第
一
回
の
資
本
制
的
周
期
的
恐
慌
と
そ
は
、
資
本
制
的
生
産
様
式
が
幼
年
期
か

b
脆

〔
傍
黙
l
引
用
者
)

るし
自
ら
の
足
て
た
ち
ょ
っ
た
こ
と
を
一
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
己
の
主
う
に
、
世
井
市
場
は
資
本
制
的
生
産
様
式
の
歴
史
的
結
呆

と
し
て
現
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
資
本
制
的
生
産
様
式
の
死
相
と
し
て
の
恐
慌
と
は
な
れ
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
工
場
制
度
白
兎
大
て
飛
躍
的
な
損
張
可
能
性
と
そ
の
世
界
市
場
へ
の
依
存
性
と
は
必
然
的
に
熱
病
的
友
生
産
と
モ
れ
に
つ
づ
く
市

場
白
充
溢
を
生
み
だ
す
の
で
あ
る
が
、
市
場
が
牧
縮
す
る
と
と
も
に
麻
痔
品
川
態
が
生

F
る
。
産
業
の
生
活
は
、
中
位
白
活
気
・
繁
栄
・

過
剰
生
産
・
恐
慌
・
停
滞
の
諸
時
代
の
序
列
に
柑
開
化
す
る
。
」

マ
ル
ク
ス
の
「
経
済
事
抗
剣
睦
系
」
唱
と
レ

I
ニ
ン
白
「
帝
圃
主
轟
論
」

第
七
十
四
谷

ブb

串
五
雄

ノ、
王



ヤ
ル
ク
ス
の
「
経
済
串
批
判
鴎
系
」
と
レ
1

3

y
の
「
帝
閤
主
著
論
」

第
七
十
四
谷

三
四

O

第
五
銭

八
六

「
機
械
制
工
場
が
非
常
に
際
い
根
を
は
り
、
モ
れ
が
全
園
民
生
産
の
う
え
に
座
倒
的
影
響
を
あ
た
え
は
じ
め
た
と
き
、
そ
の
た
め
外

関
貿
易
が
図
内
商
業
に
た
い
し
優
位
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
世
界
市
場
が
相
女
い
て
横
大

さ
れ
た
領
域
を
獲
得
し
た
と
き
、
最
後
に
、
挑
戦
に
臆

T
る
工
業
国
民
が
十
分
多
数
に
友
っ
た
と
き
い

b
い
は
じ
め
て
か
の
常
に
反
復

さ
れ
る
循
環
が
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
の
循
環
の
諸
局
面
は
数
年
を
要
し
、
そ
れ
は

w
っ
て
も
一
般
的
恐
慌
に
み
ち
び
さ
、
こ

の
一
般
的
恐
慌
は
一
つ
の
循
環
を
完
成
し
、
新
し
い
V

循
環
を
開
始
さ
せ
る
の
で
あ
る
o
〕

前
提
お
よ
び
結
果
と
し
て
の
世
界
市
場
の
歴
史
的
意
義
、
な
ら
び
に
世
界
市
場
と
恐
慌
の
現
質
的
歴
史
的
関
聯
は
以
上
の
如
く
て
あ

る
G

進
ん
て
わ
れ
わ
れ
は
、
己
れ
を
論
理
的
側
商
か
ら
取
扱
う
こ
と
に
し
ど
う
。

ωマ
ル
ク
ス
「
剰
融
債
値
串
設
見
」
揮
三
巻
改
造
位
版
マ
ル
・
ェ
ン
金
集
時
一
一
巻
三

O
五
頁

間
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
λ

「
共
産
棋
宣
言
」
マ
ル
・
ェ
y
選
集
第
二
巻
四
九
一
頁

同
マ
ル
ク
ス
「
ド
イ
ツ
・
イ
ダ
オ
ロ
ギ

1
」
マ
ル
・
エ
シ
選
草
第
一
審
六
六
頁

川
何
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」
崎
市
一
巻
二
八
三
頁

間
マ
ル
ク
ス
「
賓
本
論
』
第
三
巷
四
七
三
頁

同
開
マ
ル
ク
ス
「
F
イ
ツ
・
イ
デ
え
ロ
ギ
1
」

六

九

七

O
頁

的
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
共
産
瀧
宣
言
」
四
九
一
頁

国
間
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
L

第
一
審
七
二
八
頁

川
間
同
巴
M
O
訂
版
九
六
三
頁

論
理
的
側
面
か
ら
世
界
市
場
が
資
本
制
的
生
産
様
式
の
前
提
ゐ
よ
び
結
果
て
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
察
す
る
に
際
し
て
問
題
と
な
る



の
は
、
か
む
「
経
済
皐
批
判
閥
系
」
に
お
け
る
世
界
市
場
の
位
置
づ
け
て
あ
る
。
従
来
、

と
の
マ
ル
ク
ス
の
「
プ
ラ
シ
」
と
よ
ば
れ
る

も
の
は
、
書
き
柑
閲
さ
れ
た
限
り
の
殆
ん
ど
杢
部
が
す
ゼ
に
我
が
園
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
と
息
わ
れ
て
い
た
白
て
あ
る
が
、
先
般
、
東
濁

ノ
し
リ
プ
リ
v
v
T
さ
れ
た
「
経
済
皐
批
判
」
執
筆
の
た
め
の
業
大
友
マ
ル
ク
ス
の
草
稿
中
に
、
日
本
て
は
未
護
表
の
新
た
な
「
プ
ラ

γ
」

に
封
す
る
指
示
が
見
出
さ
れ
る
の
て
あ
る
。
こ
白
「
プ
ラ

γ
」
に
謝
す
る
指
示
は
惟
界
市
場
の
論
理
的
位
置
づ
け
に
劃
し
て
、
重
要
な

意
義
主
持
つ
も
り
も
白
と
恩
わ
れ
る
。
マ
ル
グ
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
交
換
債
値
、
貨
幣
、
債
値
が
考
察
さ
れ
る
こ
の
第
一
部
に
治
い
て
は
、
諸
商
品
は
常
に
現
存
す
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。
形
態

規
定
は
車
純
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
が
枇
舎
的
生
産
の
諸
規
定
を
表
現
し
て
凶
る
己
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
毛
れ
自

慢
は
前
提
で
あ
る
。
し
か
し
、
モ
れ
ら
は
こ
の
規
定
白
中
ゼ
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
左
い
。
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
し
て
、
賀
際

K
、
最
初
白
交
挽
は
生
産
白
金
鰹
を
担
え
、
且
ヲ
規
定
す
る
こ
と
の
左
い
飴
剰
物
の
交
換
と
し
て
現
わ
れ
る
。
モ
れ
は
交
挽
債
値
の
世

界
の
外
部
に
横
た
わ
っ
て
い
る
級
生
産
物
心
現
存
の
録
制
刑
物
て
あ
る
。
こ
む
よ
う
に
し
て
ま
た
登
展
せ
る
祉
舎
に
お
い
て
は
、
た
治
こ

れ
は
直
接
に
現
存
す
る
商
品
世
間
仲
と
し
て
表
面
に
現
わ
れ
出
る
。
し
か
し
な
が

b
、
モ
れ
は
モ
れ
自
身
に
よ
っ

τ、
生
産
諸
闘
係
と
し

て
措
定
さ
れ
て
い
る
経
済
的
諸
閥
係
主
目
指
し
て
、
モ
れ
自
身
を
超
越
す
る
の
て
あ
る
。
モ
れ
故
に
、
生
産
の
内
的
編
成
が
第
三
部
を

構
成
す
る
。
園
家
に
お
け
る
締
括
は
第
三
部
て
あ
り
、
園
際
的
関
係
は
第
四
部
引
て
あ
り
、
世
界
市
場
は
生
産
お
よ
び
モ
の
あ
ら
ゆ
る
毛

メ
ン
ト
が
続
髄
と
し
て
措
定
さ
れ
、
同
時
に
ま
た
一
切
の
矛
盾
が
護
行
す
る
と
己
ろ
の
最
後
の
部
で
あ
る
。
従
つ

τ再
び
全
く
同
様

に
、
世
界
市
場
は
全
髄
の
前
提
と
そ
の
据
曽
者
を
な
す
の
て
あ
る
。
従
つ

τ、
恐
慌
は
前
提
を
己
え
た
一
般
的
超
越
て
あ
る
。
ま
た
、

恐
慌
は
新
L
H
歴
史
的
姿
態
心
採
用
へ
の
促
進
者
て
あ
る
。
」

(
ゴ
チ
ァ
グ
H
U
引
用
者
)

こ
己
に
沿
い
て
、
世
界
市
場
は
前
節
白
最
初
に
示
し
た
「
剰
飴
償
値
皐
読
史
」
か
ら
の
引
用
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
前
提
お
よ
び
結

マ
ル
ク
ス
の
「
経
済
畢
批
判
檀
系
」
1
F
一レ

l

乙
シ
の
「
帝
岡
主
義
論
」

事
七
十
四
巻

= 
四

第
五
盟

j¥ 

七



マ
ル
ク
ス
の
「
経
酔
革
批
判
挫
果
」

1
ζ

レ

1

ニ
ン
の
「
帝
国
主
義
論
」

第
七
十
四
巻

四

車
王
蛇

l¥ 
l¥ 

某
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
の
引
用
と
は
具
つ
一

τ、
こ
と
ぞ
は
そ
れ
が
恒
系
的
に
位
置
づ
け

b
れ
で
い
る
の
が
注
百
さ
れ
る
貼

て
あ
る
。
世
界
市
場
は
諸
範
臨
時
の
前
提
と
捲
賞
者
を
形
成
す
る
と
同
時
に
、
そ
白
結
果
と
し
て
現
わ
れ
る
白
て
あ
つ
で
、
資
本
制
的
生

産
の
前
提
と
結
果
が
、

「
臆
系
」
に
治
い
て
統
一
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ろ
ま
て
も
た
く
マ
ル
ク
ス
白
い
う
つ
揮
系
」
は
、
抽
象

的
な
も
白
か

b
具
贈
的
な
も
の
に
上
向
す
る
、
諸
範
臨
時
の
論
理
的
左
位
置
づ
け
と
し
て
、
縫
っ
て
ま
た
基
本
的
矛
盾
の
深
化
の
過
程
と

L
℃
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
閥
系
」
に
b
H
て
、
世
界
市
場
仕
資
本
制
生
産
自
あ
ら
ゆ
る
モ
メ
ン
ト
白
統
膳
と
し
て
結
果
し
て

い
る
の
一
で
あ
っ
て
、

L
か
も
こ
白
あ
b
ゆ
る
矛
盾
が
恐
慌
と
し
て
爆
裂
す
る
や
否
や
、
そ
れ
は
同
時
に
再
び
全
慢
の
前
提
L

仁
捲
常
者
、
よ

な
る
む
て
あ
る
。

「
腫
系
」
は
国
環
的
に
完
結
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
恐
慌
は
単
た
る
く
り
返
し
と
し
て
現
わ
れ
る
の
ぞ
は
た
く
、

上
回
大
き
な
規
模
て
白
矛
盾
白
張
展
を
準
備
す
る
も
の
と
し
て
、
従
っ
て
ま
た
新
し
い
歴
史
的
姿
態
の
採
用
、
肝
曾
革
命
の
促
準
者
と

L
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
恐
慌
に
封
ず
る
以
上
の
よ
う
な
見
解
を
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
る
。

「
恐
慌
は

i
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
過
程
の
一
切
の
要
素
の
矛
盾
が
爆
裂
す
る
と
こ
ろ
の
世
界
市
場
の
大
暴
雨
て
あ
る
。
」

「
世
界
市
場
恐
慌
は
、
プ
ル
ジ
ョ

7
経
済
白
す
べ
て
の
諸
矛
盾
の
現
買
酌
た
也
括
お
よ
び
強
制
的
左
解
決
と
し
て
把
揖
さ
れ
ね
ば
た

ら
ぬ
。
従
づ
て
、
と
の
恐
慌
の
う
ち
に
包
括
さ
れ
る
個
々
の
諸
モ
メ
Y
ト
は
、
フ
ル
ジ
ョ

7
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
部
面
に
現
わ
れ
て
そ
し

て
登
展
せ
し
め
ら
れ

F
に
は
い
た
い
も
の
ぞ
あ
り
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
が
プ
ル
ジ
ョ

7
経
済
の
中
に
突
き
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、

一
方
で
は

己
の
矛
盾
の
新
た
た
諸
規
定
が
稜
展
し
、
他
方
で
は
そ
の
よ
り
抽
象
的
な
諸
形
践
が
よ
り
具
鰭
的
た
諸
形
態
に
沿
い
て
再
現
し
成
立
す

る
己
と
が
閉
か
に
左
ら
一
ず
に
い
た
い
の
で
あ
る
。
L

か
く
し
て
、
恐
慌
の
可
能
性
の
現
質
性
へ
の
抽
出
展
は
「
世
界
市
場
」
に
沿
い
て
完
成
さ
れ
る
も
白
と
考
え

b
れ
る
。

「
世
界
市
場
L

に
お
い
て
始
め
て
諸
闘
係
白
一
杢
範
園
が
措
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
同
時
に
現
貫
性
と
し
て
の
恐
慌
を
意
味
し

τお
り
、



「
恐
慌
の
原
因
は
」
と
い
う
問
に
謝
す
る
解
答
も
こ
こ
に
興
え
ら
れ
る
己
と
に
た
る
。
更
に
、
マ
ル
ク
ス
が
「
資
本
論
」
を
商
品
か
ら

と
き
お
こ
す
に
営
っ
て
、
資
本
制
的
生
産
様
式
が
支
配
的
に
行
わ
れ
る
諸
社
曾
を
念
頭
に

b
い
た
と
h
う
意
義
も
「
世
界
市
場
」
白
前

提
主
題
し
て
始
め
て
正
賞
に
評
債
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
世
界
市
場
L

は
資
本
制
的
生
産
の
あ

b
ゆ
る
モ
メ
ン
ト
全
閣
の
櫓
営
者
で
あ

る
に
も
か
か
わ

b
p、
恐
慌
は
「
世
界
市
場
」
に
ま
さ
に
あ
ら
わ
れ
る
。
前
提
は
超
越
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

τ、
前
提
て
あ
る
と
と
を

逆
に
立
詮
す
る
。

か
く
て
、

マ
ル
ク
ス
の
「
閥
系
」
は
、
恐
慌
に
噂
か
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
の
資
本
創
的
生
産
様
式
の
経
済
的
運
動
法
則
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
資
本
制
的
生
産
様
式
の
歴
史
的
成
立
白
諭
躍
を
も
包
含
し
て
い
る
と
考
え

b
れ
る
の
で
あ
る
。

ω円
・
出
自
主
=
F
E
門
即
日
。
骨
円
侭
ロ
z
r
骨
同
可
。
-
E
R
V
E
C
-
-
S
E
n
・J
E
n
h
N
d
E
p
m
-
F
H
E

ωマ
ル
ク
ス
「
組
問
皐
批
判
」
ニ
七
四
頁

剛
山
マ
ル
ク
λ

「
剰
融
債
値
皐
詑
且
L

停
二
輯
第
二
部
猪
俣
謬
青
士
山
位
版
二
王
九
買
、
以
上
は
マ
ル
ク
ス
が
世
界
市
場
恐
慌
を
「
委
本
主
義
生
庫
の
最
も
錨

綜
し
た
詩
現
象
L

(

同
上
ニ
五
二
頁
)

1

ζ

名
づ
け
た
と
止
に
よ
づ
て
も
知

ιれる。

仰
向
二
六
六
頁
、
乙
の
場
合
の
原
因
は
=
間
同
E
n
y
o
E
で
あ
る
。

ζ

れ
は
3

日
E
E
j
R
根
操
ー
と
は
国
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ロ

四

「
費
本
論
」
を
そ
の
核
心
的
部
分
と
す
る
商
品
か

b
恐
慌
に
い
た
る
「
経
済
墜
批
判
韓
系
」
は
、
資
本
主
義
の
あ
ら
ゆ
る
時
代
を
遁

じ
て
心
基
本
的
理
論
て
た
け
れ
ば
な

b
左
い
。
だ
が
、
周
期
的
恐
慌
に
爆
登
せ
ざ
る
を
え
な
い
資
本
主
義
の
殻
展
過
程
は
、
ま
す
ま
す

こ
と
に
資
本
主
義
の
特
殊
た
段
階
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
在
る
。
自
由
競
争
時
代
の
資
本
、
F
義
は
帝
圏
、
主
義

に
開
化
す
る
。
饗
本
常
義
の
護
展
の
昼
過
程
主
伺
括
す
る
矛
盾
の
運
動
法
則
と
な
ら
ん
で
、
こ
の
段
階
に
治
け
る
矛
盾
の
運
動
の
特
徴

そ
の
矛
盾
を
深
刻
化
し
、

マ
ル
ク
ス
の
「
組
梼
皐
批
判
盟
系
」
と
レ
I
1
ン
の
「
帝
国
主
義
論
」

第
七
十
四
巻

四

事
豆
韓

八
九



マ
ル
ク
ス
の
「
経
涛
畢
批
判
瞳
系
」
と
レ
1
z
ン
自
「
帝
国
主
義
論
」

第
七
十
四
巻

三
四
四

第
五
盟

プL
O 

を
把
握
す
る
こ
と
が
理
論
的
に
も
覧
践
的
に
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

レ
l
-一
ン
の
「
帝
閥
、
主
義
論
」

(
一
九
一
六
年
春
に
ヂ
ユ

1

9
ッ
ヒ
で
執
筆
)
は
己
の
要
請
に
即
醸
し
て
書
か
れ
た
も
り
で
一
あ
る
。
ま

ロ
シ
ア
一
位
曾
民
全
弊
働
窯
(
ポ
)
第
七
回
全
閣
協
議
舎
(
一
九
一
七
年
四
月
)
に
お
い
て
、

用
さ
れ
た
醤
黛
綱
領
の
改
正
白
、
平
要
な
問
顔
と
し
て
、
帝
国
主
義
の
分
析
が
レ

l
一
一
ン
に
よ
っ
て
と

p
あ
げ
ら
れ
た
の
も
こ
の
事
情
に

一
九

O
=一
日
中
の
同
意
第
一
一
回
大
舎
で
採

時三工
る
。
レ

l
-一
ン
は
「
全
ロ
シ
プ
四
月
協
議
曾
議
決
議
委
員
舎
の
意
見
蓄
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
に
沿
い
て
、
綱
領
の
総
論
的
部
分

の
叙
識
に
闘
し
て
次
の
よ
う
に
雪
一
円
っ
て
い
る
。

「
綱
領
は
、
ま
ず
斉
本
、
主
義
の
最
も
単
純
た
現
象
か
ら
出
登
し

τ、
吹
い
て
よ
り
複
雑
た
『
よ
り
高
度
』
の
現
象
に
移
ら
ね
ば
な
ら

左
い
。
交
換
か
ら
商
品
生
産
へ
、
大
経
替
に
よ
る
小
経
皆
の
駈
濯
で
恐
慌
等
々
て
そ
し
て
最
後
に
今
日
よ
う
や
く
先
進
諸
閣
に
お

い
て
、
あ
る
い
は
成
長
し
つ
つ
あ
り
、
あ
る
い
は
す
子
に
成
長
を
完
了
し
た
最
高
の
段
階
と
し
て
の
帝
園
主
義
へ
移
ら
ね
ば
な
ら
左

!'I白い
に。

もこ
間れ
蓬が
い貨
ぞとk
あ活
るに
己ムノ治

け
る
あ
り
よ
う
f 
あ
る

「
交
換
』
一
般
と
資
本
輸
出
白
花
置
か
ら
出
裂
す
る
こ
と
は
、
問
問
史
的
陀
も
理
論

レ
l
-一
Y
は
交
換
か
ら
恐
慌
に
い
た
る
上
向
温
程
を
「
一
般
的
分
析
」
正
名
づ
け
て

h
右
が
、
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
さ
者
一
に
連
ベ
た

と
こ
ろ
の
、

マ
ル
ク
ス
の
「
経
隣
墜
批
判
櫨
系
」
に
相
営
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
レ

l
ニ
ン
に
よ
っ
て
も
古
た
、
世
界
市
場
と
熟
慌
と

の
一
連
闘
は
童
硯
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
、

一
九

O
Z一
年
の
奮
綱
領
に
治
い

τ、
(
モ
し
て
、
そ
れ
を
引
継
ぐ
現
綱
領

K
治
い
て
も
)
こ

の
黙
に
つ
W
て
ふ
れ

b
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

「
紫
綱
領
白
改
正
に
寄
せ
て
」

(
一
九
一
七
年
十
月
後
表
)
と
い
う
論
交
に
沿
い
て
、

レ
l
ニ
ン
は
ソ
コ
ー
ル
ニ
コ
フ
白
見
解
を
批
判
し
な
が
ら
重
ね
て
強
調
し
て
い
る
。

「
恐
慌
を
も
っ
ぱ
ら
持
働
者
階
級
の
過
小
消
費
と
h
う
己
と
か
ら
設
明
ず
る
の
が
、

ロ
ー
ド
ベ
ル
ト
ス
、
子
義
ぜ
あ
る
。
け
れ

rも
古



、、

い
綱
領
は
恐
慌
を
モ
ん
な
こ
と
か
ら
結
論
し
て
は
い
な
い
。
す
で
に
前
節
て
述
べ
た
よ
う
な
、

『
技
術
的
進
歩
』
と
「
生
き
た
弊
働
力

に
た
い
す
る
需
要
の
相
封
的
減
少
』
と
い
う
こ
と
に
示
さ
れ
る
と
己
ろ
の
、

か
工
、
っ
た
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
閣
家
の
関
内
事
情
」
、

そ
こ
か

ら
出
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
古
い
綱
領
は
、
モ
れ
と
左
ら
ん
て
ま
た
「
不
断
に
激
化
し
つ
つ
あ
る
世
界
市
場
に
治
け
る
競

宰
』
を
あ
げ
て
い
る
。
己
れ
こ
モ
ま
さ
に
蓄
積
の
候
件
と
質
現
の
僚
件
と
の
矛
盾
の
基
本
的
な
黙
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
ず

っ
と
明
瞭
に
い
い
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
」

レ
ー

=
y
に
よ
っ
て
も
、
恐
慌
は
世
界
市
場
に
お
け
る
諸
矛
盾
白
爆
愛
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し

τ、
わ
れ
わ

れ
は
マ
ル
ク
ス
白
「
経
済
皐
批
判
惜
系
」

1
レ
l
=
y
の
「
一
般
的
分
析
」
と
定
式
化
す
る
こ
と
が
出
来
ょ
う
。
レ

l
=
ン
は
、
新
し

い
綱
領
か
ら
コ
般
的
分
析
」
を
取
除
hv
た
り
(
ブ
ハ

l
リ
ン
)
、
ご
般
的
分
析
」
の
中
に
帝
園
主
義
の
新
し
い
諸
特
徴
を
ば
ら
ば
ら

レ
1
エ
ン
は
、
反
劉
に
、
「
一
般
的
分
析
」
の
後
に
帝
園
主

に
附
加
し
た
り
(
ソ
コ
ー
ル
ュ
コ
フ
)
す
る
こ
と
を
峻
烈
に
桓
否
し
た
。

義
白
特
徴
づ
け
を
補
足
す
る
と
と
を
捧
ん
だ
の
で
あ
る
。

「
帝
闘
主
義
論
」
の
位
置
づ
け
を
示
し
て
い
る
と
考
え

b
れ
る
の
ぞ
あ
る
。
モ
し
て
、
こ
の
位
置
づ
け
は
そ

の
任
務
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
レ

l

一一
γ
位
、
「
帝
闘
主
義
論
」
の
序
寸
〈
に
ゐ
い
て
、
「
本
書
の
英
示
的
在
任
務
は
す
べ

τの

関
心
、
あ
ら
一
そ
ろ
絵
地
の
た
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
統
計
の
綿
括
的
資
料
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
撃
者
た
ち
の
告
自
に
も
土
づ
い
て
、
金
世
界
的
資
本

こ
の
こ
と
は
問
時
に
、

主
義
経
済
の
鰍
括
的
様
相
が
二
十
世
紀
の
は
じ
め
に
、
す
左
わ
ち
最
初
の
全
世
界
的
帝
圏
、
主
義
戦
宰
の
前
夜
に
、
モ
の
園
際
的
相
互
関

係
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の
ず
あ
っ
た
か
を
し
め
す
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
い
ま
も
な
ゐ
モ
う
で
あ
ふ
」
と
、
そ
の
基
本
的
任
務
を
明

「
現
在
の
殴
争
と
現
在
の
政
治
と
を
評
債
す
る
う
え
に
、
モ
れ
を
研
究
し
て
お
か
な
け
れ
ば
左
に
も
の

を
も
斑
解
ぞ
き
な
い
と
こ
ろ
の
根
本
的
た
経
済
問
題
」
の
解
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
在
見
地
か
ら
、

ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

V
1
コ
ン
は
、
ブ
ハ

1
H
Y
や

y

マ
λ

タ
ス
の
「
経
済
畢
批
判
盟
系
」
と
レ
l
z
y
白
「
帝
国
主
義
論
」

第
七
十
四
巻
・

=
一
四
五

第
五
鵠

ブL



マ
ル
ク
ス
の
「
髄
稗
皐
批
判
僅
系
」
と
レ
1

ニ
y

D

「
帝
国
主
義
論
」

第
七
十
四
巻
a

四
六

第
五
雄

プL

コ
ー
ル
ニ
コ
フ
白
よ
う
に
、
統
一
あ
る
「
全
一
躍
」
と
し
て
帝
園
、
E
義
を
え
が
い
た
り
、
ま
た
純
粍
帝
国
主
義
を
主
張
し
た
り
す
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
、
過
程
の
設
展
段
階
を
無
闘
し
た
、
し
か
も
賛
本
、
主
義
の
基
礎
を
快
い
た
帝
闘
主
義
一
般
l
lモ
れ
は
組
織
さ
れ
た
資
本

主
義
に
一
通
ず
る
ー
ー
を
主
張
す
る
と
と
に
反
謝
し
た
。
彼
等
は
帝
圏
主
義
の
分
析
に
さ
い
し
て
、

コ
般
的
分
析
L

を
過
去
の
も
の
と

た。

に
解
消
し
て
し
ま
う
か
、
の
何
れ
か
の
廷
し
か
左
い
も
の
の
如
く
考
え

ν
l
-一
Y
は
帝
国
主
義
の
分
析
を
「
一
般
的
分
析
」
白
補
足
と
し
て
、
こ
れ
に
直
接
的
に
総
額
す
る
も
の
と
し
て
考
た
た
。
こ
う

「
一
般
的
分
析
」
は
資
本
主
義
の
始
め
か
ら
終
り
ま
で
貫
く
と
こ
ろ
の
法
則
の
解
明
と
し
て
把
握
さ
れ
る
と
と

或
は
そ
前
を

つ
一
般
的
分
析
」

し
て
抹
殺
し
て
し
ま
う
か
、

す
る
己
と
に
よ
っ
て
、

も
に
、
帝
国
主
義
の
分
析
は
資
本
主
義
の
最
高
段
階
た
る
一
特
殊
段
階
の
基
本
的
た
経
済
的
諸
特
質
の
閥
聯
と
相
互
関
係
の
分
析
と
し

て
正
し
い
意
義
が
奥
え
ら
れ
る
。
レ

1
ニ
ン
が
指
摘
す
る
如
く
、
「
現
行
の
綱
領
の
総
論
的
部
分
(
一
般
的
分
析
の
部
分

l
引
用
者
)

は
枇
合
経
済
制
度
と
し

τ
の
資
本
主
義
の
主
要
な
、
最
も
本
質
的
た
特
殊
牲
を
記
述
し
、
こ
れ
を
分
析
し
て
い
る
。
乙
の
特
殊
性
は
、

帝
園
主
義
す
な
わ
ち
金
融
資
本
の
段
階
に
よ
っ
て
、
モ
の
本
質
を
す
こ
し
も
費
え
は
し
た
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。

以
上
の
己
と
は
、

「
一
般
的
分
析
し
が
帝
園
主
義
の
分
析
の
某
礎
を
な
す
こ
と
を
ま
た
一
部
す
も
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
恐
慌
を

新
た
た
歴
史
的
姿
態
の
促
進
者
と
し
で
掴
ん
て
い
た
己
と
は
さ
き
に
見
た
如
く
て
あ
る
が
、
ま
さ
に
帝
園
主
義
は
周
期
的
恐
慌
を
遇
ず

る
資
本
制
生
産
の
護
展
に
治
け
る
基
本
的
矛
盾
の
激
化
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
。
そ
れ
は
レ
エ
ン
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

て
い
る
。
「
資
本
主
義
の
か
つ
て
の
『
平
和
的
」
時
代
が
、
今
日
の
、
帝
園
主
義
の
時
代
に
か
わ

b
れ
る
そ
由
基
礎
は
、
ど
こ
に
あ
る
か
と
い

う
己
と
を
、
お
も
い
お
こ
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、
自
由
競
争
が
資
本
家
白
調
占
的
同
盟
に
席
を
ゆ
ず
っ
た
己
と
、
ま
た
全
地
球
が
分

劃
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
」



小
数
者
白
手
に
治
け
る
生
産
の
集
積
、
集
中
お
よ
び
世
界
市
場
の
不
断
の
横
犬
、
こ
の
雨
者
は
マ
ル
ク
ス
の
「
揮
系
」
に
よ
っ

τ提

起
さ
れ
る
安
本
制
的
生
産
の
一
設
展
k
b
け
る
こ
つ
の
重
要
た
結
論
て
あ
弘
ロ
レ
ニ

Y

は
、
生
産
の
集
積
、
集
中
か
ら
防
護
し
、
瀦
占

の
上

r帝
園
主
義
白
「
も
っ
と
も
深
い
経
済
的
基
礎
L

を
見
出
し
つ
つ
、
列
園
間
て
の
世
界
の
介
割
に
い
た
る
買
っ
の
特
徴
を
分
析
す

る
こ
と
に
工
っ
て
、
プ
ロ
レ
グ
リ
ブ
ー
ト
の
一
社
合
革
命
の
前
夜
て
あ
る
帝
国
主
義
全
性
格
づ
け
た
D
ぜ
あ
る
。
と
の
貼
は
、
ロ
l
ず
・

ル
グ
セ

Y

プ
ル
グ
が
マ
ル
ク
ス

D
資
本
蓄
積
に
閲
す
る
抽
象
的
た
諸
法
則
か
ら
、
そ
れ
も
誤
謬
を
含
ん
だ
解
躍
を
以
っ
て
帝
園
主
義
主

引
出
し
た
白
と
大

H
K異
つ

τ
h
る。

主
昇
線
を
た
ど
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

マ
ル
グ
ス
は
、
ナ
ゼ
に
一
八
五
八
年
に
杢
地
球
を
め
ぐ
る
世
界
市
場
の
終
需
陀
つ
い
て
語
っ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
安
本
主
義
祉
舎
は

「
資
本
論
」
第
三
容
の
補
足
忙
お
い
て
、
世
界
市
場
が
膨
脹
し
て
い
る
か

エ

Y
F
ル
ス
は
、

ぎ
り
は
産
業
循
環
の
形
践
が
嬰
佑
し
怠
い
己
と
を
注
意
し
て
い
る
0

マ
ル
ク
ス
は
、
「
資
木
論
」
の
そ
の
個
所
に
お
い

τ、

と
の
循
瑛
を
な
し
て
運
動
す
る
イ
ギ
り
ス
産
業
D
護
展
期
(
一

λ

一
五
一
八
七
O
)
に
は
、
い
っ
て
も
、
最
近
の
恐
慌
以
前
の
繁
柴
期

の
最
高
限
度
が
次
ぎ
の
繁
柴
期
の
最
低
限
度
と
し
て
再
現
し
て
、
そ
れ
か

b
、
さ
ら
に
高
い
新
た
去
最
高
限
度
に
増
大
す
引
」
と
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
八
七

0
年
代
を
墳
に
し
ゼ
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
市
場
に
お
け
る
工
業
的
濁
占
が
凋
落
の
第
一
歩
を
ふ
み
だ

し
、
生
産
D
集
積
、
集
中
に
も
と
づ
く
濁
占
的
諸
結
合
が
生
長
し
は
じ
め
、
そ
し
て
、
三
十
世
紀
に
入
る
平
、
帝
園
主
義
心
諸
特
徴
が

「
十
年
ご

全
面
的
に
形
成
さ
れ
、
全
鴨
と
し
て
資
本
主
義
社
曾
は
下
降
線
を
と
り
は
じ
め
た
と
い
う
事
質
こ
モ
、
ま
さ
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、
レ
1

L

V

J

が
「
帝
闘
主
義
は
、
資
本
主
義
一
般
の
基
本
的
諸
特
質
の
護
展
と
、
そ
白
直
接
の
櫨
績
と
し
て
生
じ
た
も
の
で

あ
る
」
と
語
っ
た
こ
と
が
、
歴
史
的
、
理
論
的
に
如
何
に
玉
し
い
も
の
で
あ
る
か
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
調
占
は
自
由
競
争
を
排
除
せ

ず
、
カ
ル
テ
ル
は
恐
慌
を
排
除
せ

T
、
地
球
の
終
局
的
分
割
は
そ
の
再
分
割
の
不
可
能
性
を
排
除
し
は
し
な
い
で
、
己
の
己
と
に
よ
っ

マ
ル
ク
ス
の
「
極
稗
畢
抗
列
樺
系
」

tc
レ
1

一一
y
u

「
帝
閏
主
義
論
L

第
七
十
四
巻

四
一七

第
五
鵠

ブL



マ
ル
ク
ス
の
「
経
済
串
批
判
酷
系
」

k
レ
1

エ
シ
の
「
帝
闘
主
義
論
」

第
七
十
四
巻

四

ノ"'-

第
五
探

ブb

四

て
そ
れ
ら
は
多
く
り
と
く
に
す
る
ど
く
て
激
し
い
矛
盾
、
執
棟
、
紛
争
を
う
み
だ
す
の
ゼ
あ
る
c

マ
ル
グ
ス
の
「
経
済
批
判
髄
系
」
あ
る
い
は
レ

l
ニ
ン
の
「
一
般
的
分
析
」
の
後
に
「
帝
園
主
義
論
」
を
補
足
し
、
位
置
づ
け
る
と

い
う
意
義
は
右
白
如
く
で
あ
る
。

一
般
的
法
則
を
濁
占
資
本
主
義
の
諸
保
件
に
上
っ
て
補
足
し
護
展
さ
せ
る
と
い
う
方
法
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
エ
っ
て
も
と
ら
れ
て
い

る
。
ス
グ

l
F
Y
は
、
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
と
は
剰
徐
債
値
の
法
則
ゼ
あ
る
と
規
定

L
た
後
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
「
剰
飴
償
値
の
法
則
は
あ
ま
り
に
も
一
般
的
止
法
別
で
あ
っ
て
、
そ
れ
の
保
障
が
縄
占
賓
本
の
裂
展
傑
件
て
あ
る
也
E
ろ
の
最
高

、
、
、
、

利
潤
率
の
開
題
に
は
ふ
れ
な
い
。
己
の
歓
陥
を
治
ぎ
た
う
た
め
に
、
制
問
徐
償
値
の
法
則
を
兵
憾
化
し
、
務
占
資
本
主
義
の
諸
保
件
に
あ

τは
め
て
こ
の
治
則
を
さ
ら
に
護
展
さ
せ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
(
傍
鮪

1
引
用
者
)
首
然
の
こ
と
て
は
あ
る
が
、

「
現
代
安
本
王

義
白
基
本
的
経
済
法
則
」
は
、
資
本
主
義
の
コ
般
的
分
析
」
と
資
本
主
義
の
最
高
の
段
階
、
す
た
わ
ち
、
猫
占
賛
本
の
段
階
の
特
質

を
究
明
し
た
「
帝
園
主
義
論
」
の
総
合
的
把
握
の
上
に
理
論
的
基
礎
を
置
い
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
従
つ

τ、

こ
の
法
則
を
「
一
般
的
介
析
」
の
中
ほ
ば
ら
ば
ら
に
解
消
す
る
己
と
は
由
来
な
い
し
、
己
の
法
則
の
段
階
的
特
質
(
帝
圏
、
主
義
段
階
)

を
見
落
す
こ
と
も
出
来
た
い
の
で
あ
が
。

仰
レ
1

エ
ン
「
会
ロ
シ
ア
四
月
協
議
官
議
官
議
決
議
委
員
曾
の
意
見
書
に
づ
い
て
」
数
育
資
料
版
「
ボ
ル
シ
エ
ソ
ィ
ヤ
黛
綱
領
に
づ
い
て
」
所
牧
回
大
|

回
七
頁
。

仰
何
回
大
頁
。

ωレ
1

ユ
ン
「
旗
綱
領
の
改
正
に
寄
せ
て
」
同
六
三
買
。

レ
1

ニ
ン
は
と
こ
で
世
界
市
場
に
お
け
る
競
争
E
草
加
し
て
い
る
が
、
マ
ル
ク
ス
も
ま
た
と
の
世
界
市
場
に
お
け
る
競
争
を
「
世
界
市
場
」
の
問
題
と

L
て
草
加
し
て
い
た
と
主
位
確
か
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
「
資
本
論
」
第
三
者
第
六
章
第
二
節
資
本
の
慣
値
噌
大
左
償
植
械
少
、
選
離
主
繋
縛
を
展
開



す
る
に
あ
た
ワ
て
、
最
初
に
衣
の
よ
う
に
遮
べ
て
い
る
。
「
吾
々
が
本
茸
で
研
究
す
る
諾
現
象
は
、
充
分
に
展
開
す
る
た
め
忙
位
、
信
用
業
と
、
世
間
耐

布
掲

l
こ
れ
は
、
総
じ
て
資
本
制
的
生
産
様
式
の
基
礎
担
よ
び
生
活
圏
を
な
す
で
の
競
事
ー
と
を
前
提
止
す
る
。
だ
が
資
本
制
的
生
産
の
と
う
し
た
具

挫
的
諮
形
態
は
、
資
本
の
一
舷
的
本
性
を
把
握
し
た
後
に
の
み
、
包
括
的

K
叙
述
さ
れ
う
る
。
」
(
一
八
一
一
貝
、
傍
貼
引
用
者
。
な
お
、
乙
と
で
言

っ
て
い
る
基
礎
h
k
び
生
活
圏
と
は
き
さ
に
遮
ベ
た
前
提
お
主
び
搭
賞
者
に
相
首
ず
る
も
の
と
思
わ
れ
る
)
更
に
、
第
五
十
章
競
争
の
偶
象
の
中
に
お

い
て
、
調
立
化
し
た
諾
宅
メ
ン
ト
が
諾
委
本
の
掲
質
的
運
動
に
お
い
て
は
遡
立
ち
し
て
現
わ
れ
る
と
と
を
指
摘
し
々
が
ら
、
「
個
々
の
資
本
家
相
互
間

の
競
晶
子
で
も
、
世
界
市
場
で
円
競
事
に
和
け
る
と
同
様
に
、
野
究
・
利
子
・
地
代
田
奥
え
ら
れ
前
提
さ
れ
た
大
い
き
が
、
不
箆
的
で
調
整
的
在
大
い
吉

正
し
て
計
算
に
入
り
ζ

む
。
た
唱
と
え
ば
世
界
市
場
で
の
競
宇
に
ゐ
っ
て
位
、
奥
え
p
b
れ
た
隅
百
貨
・
利
子
相
よ
び
地
代
を
も
ワ
て
し
て
は
、
商
品

は
利
益
窓
枠
っ
て
、
す
な
わ
ち
相
官
な
作
業
者
利
得
の
武
現
在
伴
っ
て
、
興
え
p
p
れ
た
一
般
的
市
場
債
椅
ま
た
は
そ
れ
以
下
で
版
宣
言
れ
う
る
か
否
か

唱
と
い
う
ζ

と
だ
け
が
問
題
と
な
る
」
(
一
二
三
一
頁
、
傍
貼
引
用
者
)

1

ζ

越
べ
て
い
る
。

川
開
レ
1
一
一
V
J

「
帝
問
主
義
論
L

社
合
脊
房
版
レ
1
ユ
ン
ニ
傘
選
集
第
一
巻
6
五
八
頁
。

ω↑
同
五
六

l
王
七
頁
。

川
叫
レ

1

ニ
ン
「
金
口
シ
ア
四
月
協
議
令
議
快
議
委
員
舎
の
意
見
舎
に
つ
い
て
L

四
五
頁
。

∞
レ

1

一
一
シ
「
第
=
イ
シ
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
崩
壊
」
新
生
書
房
版
三
九
頁
。

出
何
マ
ル
ク
ス
は
「
資
本
論
L

第
一
ニ
巻
(
=
一
八
回
頁
)
に
お
い
て
、
資
本
制
生
産
の
三
つ
の
主
要
事
態
唱
と
し
て
、
(
一
)
、
小
数
者
の
手
に
担
け
る
生
産
手
段

の
集
積
(
ニ
)
、
昨
曾
的
労
働
と
し
て
の
、
勢
働
そ
の
も
の
の
組
織
(
一
ニ
)
、
世
界
市
場
の
成
立
を
あ
げ
て
い
る
。

倒
マ
ル
ク
λ

「
資
木
論
」
第
三
巻
七

O
九

七

一

O
頁
。
と
乙
で
は
直
接
的
に
は
聡
同
入
統
計
が
問
題
に
な
ワ
て
い
ゐ
が
、
そ
れ
は
現
貨
資
本
の
蓄
積
に

ワ
い
て
の
一
基
準
と
し
て
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ワ
℃
、
た
と
え
ば
、
銑
錨
生
産
高
に
担
い
て
も
同
様
な
子
と
が
都
宮
さ
れ
あ
こ
と
を
注
志
せ
ね
ば
な

b
t
h
r
o
(
ず
ァ
ル
ガ
「
世
界
経
辞
恐
慌
且
L

邦
語
第
一
告
第
一
部
一
式
七
頁
品
世
間
)
エ
ン
ゲ
ル
ス
位
、
さ
き
の
稲
見
に
関
聯
し
て
、
一
八
八
五
年
十

一
月
十
一
一
一

H
付
の
ダ
一
一
ェ

λ

ツ
ン
宛
へ
の
手
紙
の
中
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
J

ス
の
恐
慌
の
性
格
現
化
。
主
要
な
原
因
と
し
て
世
界
市
場
の
扶
欝
の
慶
化
を

あ
げ
て
い
る
。

マ
λ

ク
ス
の
「
紐
梼
畢
批
判
股
系
」
と
レ

1

孟
ン
の
「
帝
国
主
義
論
」

第
七
十
四
巻

四
ブL

第
五
鵠

ブL
E 



第
七
十
四
谷

九
六

マ
ル
グ

λ

目
「
経
滑
畢
批
判
瞳
系
L

と
レ

1
-
Y
の
「
帝
闘
主
輯
論
」

三
五

O

車
五
捷

ωレ
I
一
一
ン
「
帝
国
主
義
論
」
一
七
二
頁
。

ゆ

ス

タ

1
リ
シ
「
ソ
同
躍
に
お
け
る
枇
曾
主
義
の
料
開
的
諾
問
題
」
青
木
丈
庫
版
五
凹
頁
。

ωこ
こ
か
ら
究
の
よ
う
な
且
解
に
封
ず
る
批
判
が
生
れ
て
〈
る
。
「
現
代
資
本
主
義
の
基
本
的
組
静
法
則
」
を
「
祖
神
串
批
判
控
系
」
に
還
元
す
る
見

解
、
そ
四
遡
用
範
囲
を
特
に
全
般
的
危
楢
の
第
二
段
階
に
の
み
限
定
す
る
見
解
。

晴

京
都
大
草
助
教
授

本

貌

執

筆

者

紹

介

同

中

tlI 

同

脇大

信槻

土
日高

寺

員浩

国

貞

之

京
都
大
塵
大
閥
単
院
研
究
科
特
別
奨
恩
生

修

京
都
大
島
大
島
院
(
文
皐
)
研
究
科
特
別
奨
糧
生

'lL 

京
都
大
島
大
島
院
研
究
奨
堅
生

京
都
大
島
大
盤
院
倒
究
奨
康
生

粛男

京
都
大
島
大
恩
院
研
究
車
一
盛
生




